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社会保険月額変更届  
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電子申請確認ポイント 

■備考欄 

『月変個別処理』画面の「備考」欄に入力した内容が電子申請に反映します(印刷には［備考区分］の内容のみ

反映します) 

 

■「備考区分」 

［個人マスタ］の『編集』画面の［取得区分］に登録した内容を、『月変個別処理』画面の［備考区分］の［個

人マスタの設定を読込］をクリックすると反映できます。 
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■条件設定について 

月変処理を行う前に、条件設定を確認ください。 

［月変個別処理］は「条件」を開き、月変一括処理では「条件設定」の内容を確認し、判定条件、出力条件を

確認してください。必要に応じて、設定を変更できます。 

 

 

■厚生年金保険 70 歳以上被用者月額変更届のみ申請する場合（例：75 歳以上の時） 

・健康保険・厚生年金の「取得年月日」の入力。 

（70 歳以降に入社した場合は、一時的に取得年月日を入力してください。申請後、入力を削除してく 

ださい。）※e-Gov の電子申請の仕様により、《従前の報酬》を求められる為、取得している状態にす 

る必要があります。 

・健康保険・厚生年金の「喪失年月日」を一時的に削除する。 

（申請後、喪失年月日を元の日付に戻してください。）※e-Gov の電子申請の仕様により、《従前の報 

酬》を求められる為、取得している状態にする必要があります。 

・社会保険の「種別」の下の［取得区分］の「70 歳被用者該当」にチェックを付与。 

 （［月変個別処理］の［備考区分］で、［個人マスタの設定を読込］をクリックしてください。） 

・健保番号・厚年番号（被保険者整理番号）の登録。 

番号が分からない場合は、「健保番号」または「厚年番号」に『0』を入力してください。 

 （70 歳以上被用者月額変更届のみの場合は、電子申請データでは空欄になります。） 

・申請時、「70 歳以上被用者届のみ提出」のチェックを付与し、［被保険者報酬月額変更届/70 歳以上 

被用者月額変更届］をセットで申請したい従業員を一緒に申請しない。 
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月変処理申請操作手順（個別データ作成） 

３か月の賃金（報酬）データを作成後、月額変更届の処理を行います。 

 「月変・算定」タブの［月変個別処理］又は［月変一括処理］を開きます。 

 （［月変個別処理］は、１事業所単位で１名ずつ処理します。［月変一括処理］は、１事業所単位で 

該当者全員を一括処理します） 

 

１ 月変個別処理 

月額変更届のデータを１名ずつ処理します。 

 

１ 「月変・算定」のタブから、［月変個別処理］を 

クリックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-1 

 

２ ＜事業所＞＜個人＞を選択します。 

｛月変月｝を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-2 
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３ ［条件］をクリックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-3 

 

４ 条件設定をします。 

 

 

 

 

 図 1-4 

 

「判定条件」欄 

 

『固定的賃金変動』 

チェックを付与している場合は、固定的賃金の変動を判断し、処理します。 

変動がなければ対象となりません。 

チェックを外すと、固定的賃金の変動は判断されません。変動に関係なく、 

対象となります。 

※ろうむ inOne 上で給与計算を行っている月給者のみ自動判定が可能です。 

 時給者等で固定的賃金変動の判定をさせたい場合は、ろうむ inOne の「月変 

 算定」タブの［個人別賃金入力］の「固定賃金」と「昇降給額」を手修正し、 

 登録してください。 

 

『等級比較』 

チェックを付与している場合は、等級差を比較し、処理します。 

２等級以上差がなければ対象となりません。 

チェックを外すと、等級差は判断されません。 

等級差に関係なく、対象となります。 

 

『支払基礎日数』 

チェックを付与している場合は、支払基礎日数を判断し、処理します。 

最低条件の日数未満の場合対象となりません。 

チェックを外すと、支払基礎日数は判断されません。 

日数に関係なく、対象となります。 
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「出力条件」欄 

『月変対象者のみ』 月額変更届処理し、対象者となる場合のみ表示します。 

チェックを外すと、対象有無に関係なく表示します。 

 

『在籍者のみ』 

在籍者のみを対象とします。 

在籍者とは、［個人マスタ］の退職日が未設定又は算定処理日以降 

の日付を設定している者です。 

 

『社保有資格者のみ』 

社会保険加入者のみを対象とします。 

社会保険加入者とは、［個人マスタ］で「社会保険」欄内のいずれ

かの保険に、取得日を設定している者です。 

 

『月給者のみ』 

月給者のみ表示します。 

チェックを外すと、月給者以外も対象となります。月給者の判断

は、［個人マスタ］の［給与個別設定］の「支給区分」の設定によ

ります。 

※いずれかにチェックを入れると個人を選択する際、該当者のみを表示します。 

 すべてのチェックを未設定の場合は、登録している全員を表示します。 

 

「特殊処理」欄 

『育児休業終了時の月額変

更届を作成する（月変一括

処理には対応していませ

ん）』 

育児休業終了した方の、月額変更処理を行います。対象者の判断

は、［個人マスタ］の［編集］の「育児介護休業開始」の日付によ

ります。チェックを外すと、育児休業終了者は月額変更届を作成し

ません。※月変一括処理には対応していません。 

『賞与が年４回以上支給さ

れた場合、各月の報酬に含

める』 

賞与が年４回以上支給されている場合、１２で除して各月へ含め

ます。４回以上の判断は、［個人別賃金入力］で、前年の７月２日

～当年７月１日までのデータを見て判断します。 

チェックを外すと、賞与は含まれません。 

＜報酬から減算する

＞ 

遡及額がある月は、報酬から遡及額を差引きます。 

＜報酬に加算する＞ 遡及額がある月は、報酬に遡及額を加えます。 

＜加算減算しない＞ 遡及額がある月は、報酬に遡及額を加えませんし、差引もしませ

ん。 

  

遡
及
額
を 
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「読込条件」欄 

＜給与計算対象者は給

与から、それ以外は賃

金データから、 

読み込む＞ 

 

給与計算対象者は給与計算後、保存されたデータから読み込ます。

給与計算対象者以外は、賃金データの日数より読み込みます。 

＜給与データから 

読み込む＞ 

全員が給与計算後、保存されたデータから読み込みます。 

＜賃金データから 

読み込む＞ 

給与計算等に関係なく、賃金データ（個人別賃金入力）から読み込

みます。 

※給与計算対象者は個人マスタの［給与個別設定］で＜支給区分＞を選択して登録してください。登録してい 

ないと、給与からデータを正しく読み込めない場合があります。 

  

支
払
基
礎
日
数
を 
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「読込条件」欄 

＜支払日が含まれる月の

暦日数（欠勤届有無日数

を控除しない）＞ 

月の暦日数を表示します。「例：４月の場合３０日」（賃金データ

上の日数に関係なくその月の暦日数を表示します。給与計算対象

者が条件となり、欠勤届有無日数があった場合も控除しません。） 

＜支払日が含まれる月の

暦日数（暦日数から欠勤

届有無日数を控除 

した日数）＞ 

月の暦日数を表示します。「例：４月の場合３０日」（賃金データ

上の日数に関係なく、その月の暦日数を表示します。給与計算対

象者が条件となり、欠勤届有無日数があった場合控除した日数と

なります。） 

＜支払日が含まれる月の

暦日数（所定労働日数か

ら欠勤届有無を控除した

日数）＞ 

給与計算している場合の、所定労働日数を表示します。（給与計

算対象者が条件となり、該当月の給与計算より所定労働日数から

欠勤届有無日数がある場合、控除した日数となります。） 

 

＜賃金締日の翌日～ 

次の賃金締日までの 

日数（欠勤届有無日数を

控除しない）＞ 

［事業所マスタ］の［給与支払日］の設定による、該当期間の日

数。（給与計算対象者が条件となり、賃金締日と支払が月跨ぎの

場合のみ（末締以外）。）「例：２０日締／当月２５日払、４月の

給与の場合、３月２１日から４月２０日までの日数。２０日締／

翌月２５日払、４月の給与の場合、２月２１日から３月２０日ま

での日数。欠勤届有無日数は控除しません。」 

＜＜賃金締日の翌日～次

の賃金締日までの日数 

（欠勤届有無日数を 

暦日数より控除）＞ 

［事業所マスタ］の［給与支払日］の設定による、該当期間の日

数。（給与計算対象者が条件となり、賃金締日と支払が月跨ぎの

場合のみ（末締以外）。）「例：２０日締／当月２５日払、４月の

給与の場合、３月２１日から４月２０日までの日数。２０日締／

翌月２５日払、４月の給与の場合、２月２１日から３月２０日ま

での日数。該当月の給与計算にて、欠勤届有無日数がある場合、

欠勤届有無日数を暦日数より控除。」 

＜＜賃金締日の翌日～次

の賃金締日までの日数 

（欠勤届有無日数を所定

労働日数より控除）＞ 

［事業所マスタ］の［給与支払日］の設定による、該当期間の日

数。（給与計算対象者が条件となり、賃金締日と支払が月跨ぎの

場合のみ（末締以外）。）「例：２０日締／当月２５日払、４月の

給与の場合、３月２１日から４月２０日までの日数。２０日締／

翌月２５日払、４月の給与の場合、２月２１日から３月２０日ま

での日数。該当月の給与計算にて、欠勤届有無日数がある場合、

所定労働日数より控除」 

＜給与計算対象者は給与

から、それ以外は賃金デ

ータから読み込む＞ 

給与計算対象者は給与計算後、保存したデータから読み込ます。

給与計算対象者以外は、賃金データの日数より読み込みます。 

＜給与データから 

読み込む＞ 

全員が給与計算後、保存したデータから読み込みます。 

＜賃金データから 

読み込む＞ 

給与計算等に関係なく、賃金データ（個人別賃金入力）から読み

込みます。 

月 

給 

者 

の 

支 

払 

基 

礎 

日 

数 

は 

固
定
的
賃
金
を 



社会保険月額変更届 電子申請   

8 

 

「読込条件」欄 

＜２か月前の賃金データを

読み込む＞ 

賃金データの該当月より２か月前の月データを読み込みます。

（４、５、６月の報酬額へは、２、３、４月の賃金額が反映し

ます。） 

＜１か月前の賃金データを

読み込む＞ 

賃金データの該当月より１か月前の月データを読み込みます。

（４、５、６月の報酬額へは、３、４、５月の賃金額が反映し

ます。） 

＜賃金支払月のデータを読

み込む＞ 

賃金データの該当月をそのまま読み込みます。 

＜１か月後の賃金データを

読み込む＞ 

賃金データの該当月より１か月後の月データを読み込みます。

（４、５、６月の報酬額へは、５、６、７月の賃金額が反映し

ます。） 

＜２か月後の賃金データを

読み込む＞ 

賃金データの該当月より２か月後の月データを読み込みます。

（４、５、６月の報酬額へは、６、７、８月の賃金額が反映し

ます。） 

＜個人毎の賃金データ 

処理区分（個人マスタ賃金

反映設定）を参照して 

読み込む＞ 

［個人マスタ］で、賃金反映設定にある「社会保険」欄（個人

マスタ賃金反映設定）の選択（支払日基準・締日基準）から反

映します。 個人毎の設定となります。（給与計算対象が条件と

なり、賃金締日と支払日が月跨ぎの場合のみ（末締以外）。） 

支払日基準：賃金データの該当月をそのまま読み込みます。 

締日 基準：賃金データの前月分を読み込みます。 

※月給者の支払基礎日数の選択は、支払基礎日数の選択が賃金データ読込の場合は、選択できません。 

 （月給者の支払基礎日数の選択内容が、給与計算をしている場合の処理となるためです。） 

 

 

 

 

５ 条件設定を確認して、[登録]をクリックしてくだ 

  さい。 

 

 

 

 図 1-5 
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６ ［賃金読込］をクリックします。 

  各月の日数・報酬（賃金）を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-6 

 

6-1 ●［交通費按分］の機能について 

賃金に交通費が含まれておらず、定期代等一定 

期間分を支給している場合に使う機能です。 

   「基準月」欄は、スタートとなる月 

「ヵ月」欄は、定期代等の期間 

「円」欄は、支払った総額を入力します。 

 

   入力後、［交通費按分］をクリックスすると各月 

の交通費欄へ按分された金額を自動表示します。 

 

 

 図 1-6-1 

（例）1 月から入社し、６か月に１度の定期券代 

180000 円を支払う。 

   各月の「交通費」に 30000 円が加算される。 

図 1-6-2 

                                        ●「除」の機能について 

「除」欄はいずれかの月を除いて集計、処理し 

                                               たい場合、除く月にチェックを入れます。 

 

 

                      ［交通費按分］・「除」の機能を使用した場合は、 

必ず（［登録］の左にある）［再計算］をクリッ 

クして計算してください。 
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7 ［備考区分］をクリックし、反映させたい内容が 

あれば、入力してください。 

  ※［個人マスタ］の『編集』画面の［取得区分］ 

に登録済の場合も、［備考区分］の設定は必要 

です。 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 

 

7-１『月変/算定 備考』画面に、必要な項目にチェ 

   ックを付与してください。 

 

  ［個人マスタ］の『編集』画面の［取得区分］に 

登録済の場合は、［個人マスタの設定を読込］ 

をクリックして、反映させてください。 

 

［閉じる］をクリックして、『算定個別処理』画面 

に戻ります。 

 

 

 

図 1-7-1 

 

 ※『その他』にチェックを付与し、理由を入力して 

［閉じる］をクリックすると確認画面が表示されます 

ので、［はい］をクリックして、算定個別処理の備考欄 

に反映させてください。または、算定個別処理の備考 

図 1-7-1（参考）                                  欄に直接入力してください。 

                       （月額変更届の電子申請では、e-Gov の電子申請の仕 

様により、『共通：その他の理由』を明記出来る場所 

が確保できない為、「備考」欄に、文面を反映させる 

仕様にしています。） 
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８ 「備考」欄に反映させたい内容があれば、入力し 

てください。 

※「備考」欄は、電子申請時のみ反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 

 

９ 平均月額・確定標準報酬額・従前の月額等を確認 

してください。訂正があれば、直接入力して修正 

し、必ず（［登録］の左にある）［再計算］をクリ 

ックして計算してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 図 1-9 
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10 判定条件結果を確認します。 

  （月変月前３ヶ月の欄へ当該日数と当該賃金が読 

   込まれ、総計・単純平均月額・修正平均月額及 

   び確定標準報酬月額が表示されます） 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-10 

10-1 判定条件をクリアすると、月変対象者です（赤 

字）、で表示します。 

 

 図 1-10-1 

10-2 判定条件の設定でチェックした項目をクリア 

    しないと、月変対象者ではありません（青字）、 

と表示され月変対象外となります。 

図 1-10-2                 ※判定条件を見直して[賃金読込][再計算]をクリッ 

クして、月変対象者です（赤字）、と表示を変更す 

ることができます。 

 

11 内容を確認後、［登録］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-11  



社会保険月額変更届 電子申請   

13 

 

12 『標準報酬月額・等級の更新』画面を表示しま 

す。[はい]をクリックしてください。 

  （［いいえ］をクリックすると、月変データは 

保存されません。） 

 

 

 

 図 1-12 

 

13 『確定』画面を表示します。 

［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

図 1-13 

 

14 [閉じる]をクリックして、『月変個別処理』画面 

を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-14 
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15 『標準報酬月額・等級の更新』画面を表示します。 

（再確認） 

   [はい]をクリックしてください。 

  （［いいえ］をクリックすると、算定データは保 

   存されません。） 

 図 1-15                 ※8 のメッセージで［はい］としている場合は、 

［いいえ］をクリックしても保存済のデータが消える 

ことはありません。［いいえ］としていても、［はい］ 

を選択すれば、保存します。 

 

対象者全員分のデータ作成が完了したら、電子申 

請を行います。 
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２ 月変処理判定条件表示について 

    ［算定個別処理］で［賃金読込］を行い、処理した結果を表示します。 

短時間労働者の場合などの表示について説明します。 

 

 

○7 月月変対象者で短時間労働者 

 ※個人マスタの短時間社定期用拡大該当者の『該当』にチェックを付与済 

１ 月変月前３ヶ月の日数及び報酬を読み込みます。 

該当３ヶ月ともに１１日以上あるかを判断し、 

「支払基礎日数欄」へ、基礎日数１１日以上（赤 

字）、と表示します。 

「備考」欄へ、短時間労働者４、５、６月と表示 

します。 

 

 

 

 

 

 図 2-1（①） 

 

○7 月月変対象者で月変月前３ヶ月途中に短時間労働者へ切替わった場合 

（例：一般社員で４月昇給かつ、平成２９年５月から短時間労働者となった場合） 

※個人マスタの短時間社定期用拡大該当者の『該当』にチェックを付与し、該当（区分変更）月欄入力済 

 

１ 月変月前３ヶ月の日数及び報酬を読み込みます。 

短時間労働者に該当する月は、支払基礎日数は 

11 日以上（一般社員の月は、17 日以上）ある 

かを判断し、「支払基礎日数欄」へ、基礎日数 11 

日以上（赤字）、と表示します。（最終月の状態を 

表示） 

 ※５月切替わりのため、４月は１７日以上、５、６月 

  は短時間労働者のため１１日以上を判定します。 

「備考」欄へ、短時間労働者５、６月、と表示します。 

 

図 2-1（②） 
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○ 7 月月変対象者で月変月前３ヶ月途中に短時間労働者から一般社員へ切替わった場合 

（例：短時間労働者で、４月に昇給がありかつ平成２９年６月から一般社員となった場合） 

※個人マスタの短時間社定期用拡大該当者の『該当』のチェックを外し、｛該当（区分変更）月｝欄入力済 

 

１ 月変月前３ヶ月の日数及び報酬を読み込みます。 

短時間労働者に該当する月は、支払基礎日数は 

11 日以上（一般社員の月は、１７日以上）ある 

かを判断し、「支払基礎日数欄」へ、基礎日数 

１７日以上（赤字）、と表示します。 

 ※６月切替わりのため、４、５月は短時間労働者のため 

  11 日以上、６月は一般社員の 17 日以上を判定しま 

す。 

備考欄へ、短時間労働者４、５月、と表示しま 

す。 

図 2-1（③） 
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３ 月変一括処理 

事業所単位で該当者全員を一括処理します。 

 

１ 「月変・算定」のタブから、［月変一括処理］を 

  クリックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 

 

２ ＜事業所名＞を選択します。 

  ｛月額変更月｝を入力します。 

 

 

 

 

    

 

図 3-2 

 

３ ［条件設定］をクリックして条件設定の画面を開 

き、設定します。 

  （条件設定の内容は、1 算定個別処理を参照し 

   てください。） 

 

 

 

 

 

図 3-3  
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４ ［計算］をクリックすると対象者を全員表示しま 

  すが、各個人左端の『対象者』にチェックが付与 

され、氏名の下に「月変対象者です」と表示され 

ている方のみ保存対象となります。 

   

 

 

 

 

 

 

 図 3-4 

５ 日数や報酬等の誤り等の修正をしたい場合、該当 

者をダブルクリックしてください。 

  『月変個別処理』画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 図 3-5 

 

６ 『月変個別処理』画面で修正を行い、［再計算］ 

  をクリックしてください。 

  （報酬や交通費等金額部分を修正した場合は、 

平均額が変り、確定標準報酬月額も変わります） 

  問題ないことを確認後、［登録］をクリックしま 

す。 

※備考の設定については、1 月変個別処理を参照して 

ください 

  ［閉じる］をクリックして、月変一括処理画面に 

  戻ります。 

 図 3-6                  
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７ 月変月、前３ヶ月の日数・賃金を確認してくださ 

い。 

［連続登録］をクリックしてください。 

（対象者のチェックがついている人のみ、登録し 

ます） 

終了後、［閉じる］をクリックしてください。 

  対象者全員分のデータ作成が完了したら、電子申 

請を行います。 

 

 図 3-7 
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４ 年間報酬の平均で月変する場合 

   年間報酬の平均で月変をする場合の手順です。 

 

１ 「月変・算定」のタブから、［月変個別処理］をク 

リックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4-1 

 

２ ＜事業所名＞＜個人名＞を選択します。 

  ｛月変月｝を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4-2 

 

３ ［条件］をクリックして開きます。 

（条件設定については、P4～8 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4-3 
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４ ［賃金読込］をクリックします。 

  各月の日数・報酬（賃金）を表示します。 

   

平均月額・確定標準報酬額・従前標準報酬額等を 

  確認します。 

  訂正があれば、直接入力し、必ず（［登録］の左に 

ある）［再計算］をクリックして計算してくださ 

い。 

  ※［交通費按分］・「除」のチェックの機能を使用 

した場合も［再計算］をクリックしてください。 

（P22 参照） 

図 4-4                 ［備考区分］の設定と、「備考」欄に反映させた 

                    い内容があれば、入力してください。 

                     ※「備考」欄は、電子申請時のみ反映されます。 

 

 

5 ［年間平均入力］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4-5 

6   『確認』画面を表示します。 

 ［はい］をクリックします。 

  

 

 

 図 4-6  
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            ７  『確定』画面を表示します。 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 図 4-７ 

８  『月額変更処理（年間平均）』画面を表示します。 

「日数」「通貨等」「現物等」を入力し、 

［計算］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4-8 

 

9  結果内容と、「要件」が全て「〇」になっているか 

ご確認ください。 

 

  ※「×」が含まれている場合、年間平均のデータを作成 

する事はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-9  
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        10 『データ保存確認』画面を表示します。 

［はい］をクリックします。 

            （データを保存しない場合は、［いいえ］をクリ 

ックします。） 

 

  

図 4-10 

           11  『確定』画面を表示します。 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

図 4-11 

12  『確認』画面を表示します。 

［はい］をクリックします。 

 

   ※このメッセージが表示されない場合は、２等級 

以上の差がないということで、年間平均は作成 

図 4-12                          できません。 

 

13 『算定個別処理』画面を表示します。 

   年間平均を登録すると、「備考」欄に「年間平均 

と表示します。 

   確認後、［登録］をクリックします。 

   ［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

図 4-13  
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14 『標準報酬月額・等級の更新』画面を表示しま 

す。[はい]をクリックしてください。 

  （［いいえ］をクリックすると、月変データは 

保存されません。） 

 

 

 

 図 4-14 

 

                   15 『確定』画面を表示します。 

［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

図 4-15 

 

16  [閉じる]をクリックして、『月変個別処理』画 

   面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-16  
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５ 年間報酬の平均で月変することの申立書（随時改定用）の作成 

年間報酬の平均で算定することの申し立てる場合に必要な添付書類は、PDF 化し、電子申請 

時に添付してください。 

 

１ 「月変・算定」のタブから、［年間報酬の平均で 

  算定することの申立書］をクリックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 

 

２ ・事業所選択 

・所在地選択 

・様式選択 

・事業主欄出力：『出力する』にチェックを付 

与。 

図 5-2                   ・印刷プレビュー：『プレビューする』にチェッ 

                            クを付与。 

・提出日 

・提出先（自動表示します、修正可能） 

                      ・理由:「随時改定用」のチェックをいれると理 

由の文面が随時改定用の内容になります。 

［登録］をクリックし、［印刷］をクリックしま 

す。 

                       

３ プレビュー画面を表示します。 

  ［入力開始］をクリックすると、プレビュー画面 

で文字を修正できます（紫表示の部分のみ） 

確認して、［印刷］をクリックします。 

 

プリンタ等でスキャニングして、PDF で保存し 

電子申請時に添付してください。 

 

 

 図 5-3  
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６ 標準報酬月額の比較及び被保険者の同意等（随時改定用）作成 

年間報酬の平均で算定することの申し立てる場合に必要な添付書類は、PDF 化し、電子申請 

時に添付してください。 

 

１ 「月変・算定」のタブから、［標準報酬月額の比 

  較及び被保険者の同意等（随時改定）］をクリッ 

クして開きます。 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 

２ ・事業所選択 

・様式選択 

・月変対象月 

図 6-2                     ・印刷プレビュー：『プレビューする』にチェッ 

                      クを付与。 

・個人番号 

選択後、［印刷］をクリックします。 

※年間平均のデータが作成されていない場合、『印刷す 

るデータがありません。』とメッセージが表示し、 

印刷プレビューに進めません。対象者がいる場合は 

年間報酬の平均で月変データを作成してください。 

（Ｐ20～参照） 

                       

３ プレビュー画面を表示します。 

  ［入力開始］をクリックすると、プレビュー画面 

で文字を修正できます（紫表示の部分のみ） 

確認して、［印刷］をクリックします。 

 

プリンタ等でスキャニングして、PDF で保存 

し、電子申請時に添付してください。 

 

 

 

 

 図 6-3                                    2023.09.29 改訂版 


